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第3538回例会（２月４日）の記録
ロータリーソング

会長挨拶 小林会長

奉仕の理想

2025～2026年度国際ロータリーテーマ

　皆さん、こんにちは。今月は平和構築と紛争予防月間となっております。今日も戦争が行なわ
れているウクライナなど世界では様々な問題が起きていますが、ロータリーの統計では世界で
約1,200万人が家を追われ、そのうち半分が子どもだという状況です。私達は、絶対にこのよう
な状況を受け入れることはできません。ロータリーは、異文化交流を通じて相互理解の心を育て、
紛争解決のスキルを備えた人材を育成し、平和な世界を作り上げることを推進しています。また、
ロータリーは人道的組織として、地域社会の平和を構築するために、人々が協力することを推進
しています。その変化が世界に影響を与えると、私達は信じています。親睦のプロジェクト、平和フェロー、奨学生
の支援を通じて、貧困、差別、民族間の衝突、教育機会の欠如、ソリューションの不平な配分などといった、紛争の
根幹にある問題に取り組むため行動を起こすのがロータリアンです。ロータリーは新たな課題を与えるために、平和
構築へのコミットメントを高めていく必要があります。ロータリーが未来のために何ができるかということです。
持続可能な変化を目指すロータリーのビジョンをどのように実現できるか、どのような取り組みをしていくべきか、
ロータリーの平和構築の定義をさらに広げ、より多くの人が平和構築に参加できる方法を見つけていくことで、団結、
そして幅広い参画が平和という概念に基づくアプローチを取っていくことになると思います。ロータリーは、平和が
可能となる環境を整えてまいります。現在も、ロータリーはウクライナの被害者に支援を行なっています。このこと
はMy ROTARYからご覧いただき、ご理解いただければと思います。
　本日は立春ということで、冬が終わり、春が始まるという日です。江戸時代の暦便覧によると、立春は「春の気立
つを以って也」と記載されております。そして、立春の前日が節分とされております。皆さんの中で厄年の方は、
ぜひ北見神社で厄払いしていただければと思います。以上で会長挨拶とさせていただきます。
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ゲ ス ト

「 P a s s i o n  Ta l k 」

幹事報告 高橋幹事
１．２月25日に行なわれるロータリー創立記念夜間例会のご案内をレターボックスに配布しまし

たので、出欠のご返信をお願いいたします。
２．３月の例会変更のお知らせです。
　　・３月13日（金）　北見東ＲＣ　ほろ酔い夜間例会（18時～花鳥風月）
　　・３月15日（日）　ＰＥＬＳ（旭川）　次年度会長、幹事が出席予定
　　・３月18日（水）　北見ＲＣ　職場移動例会（北見工業大学）
　　・３月19日（木）　北見西ＲＣ　法定休会
　　・３月20日（金）　北見東ＲＣ　法定休会
３．来週２月11日（水）は法定休会です。
４．２月のロータリーレートは１ドル＝154円です。

誕生記念

結婚記念

坂井会員・服部会員・福原会員・中川会員

桑原会員・髙木会員

本日のプログラム本日のプログラム
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「クラブに革新を　笑顔で紡ぐ奉仕の輪」
～行動しようRotarianとして～

会員の輪

【次回２月25日】

２月は世界理解月間です。この月が選ばれたのは、２月23
日がロータリーの誕生日（創立記念日）にあたるからです。
ロータリー・クラブは、国際理解と親善を推進するプログ
ラムを取り上げたり、海外で世界社会奉仕プロジェクトを
開始するよう強く奨励されています。

ロータリーの特別行事

出席報告

 「ロータリー創立記念夜間例会」
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プログラム ゲスト卓話 「北見ＹＥＧについて」
北見商工会議所青年部　会長　堀江　雄介 様

　皆さん、こんにちは。北見商工会議所青年部会長の職をお預かりしております、株式会社ジャパン
保険企画の堀江雄介と申します。どうぞよろしくお願いいたします。日頃より小林会長はじめ、
北見ロータリークラブの皆様にはご支援、ご協力を賜っておりますことを心より感謝申し上げます。
2020年２月に北見青年会議所の理事長として卓話をさせていただき、それから早いもので６年も
経ちました。多くの先輩方の前で卓話をさせていただくということで大変緊張しておりますが、本日
は北見ＹＥＧについてご説明させていただきます。
　当会の概要ですが、設立は平成12年10月、会員数は現在135名、５つの委員会から組織されており
ます。２年度制で組織を編成しておりまして、私は令和６年４月より会長を務め、来月で任期が終了
します。現在のスローガン「誰もが誇れるまちへ～持続可能な地域を創る～」を念頭に置きながら、会員と共に歩みを
進めております。５つの委員会の紹介をいたします。まず交流委員会は、令和９年９月に北海道ブロック大会北見大会を
主管させていただくこととなり、その準備を進める委員会となります。また、会員間の交流を深める例会を企画し、例会
参加者を増やしていきたいという活動をしています。次に未来創造委員会です。今までは単独事業が少なかったので、
対外事業を行ないたいという私の思いでこの委員会を作りました。具体的には、大盆踊り大会を２年連続で開催し、１年
目は中央公園、２年目は規模を倍にして芸術文化ホールの多目的広場で行い、約1,000人の方にご来場いただきました。
その際には皆様から協賛を集めさせていただきましたので、この場をお借りして感謝申し上げます。他には街コンを開催
し、昨年は謎解きイベントと組み合わせて男女が知恵を出し合いながら問題を解いていこうという手法で行い大盛況でし
た。続きまして研鑽委員会です。会員のスキルアップを目指し、自社企業に持ち帰れるような例会を企画しております。
例えば、今話題のChat GPTといったＡＩの使い方や、コミュニケーション能力の向上、企業ＰＲのためのショート動画
の作成手法を学ぶ例会を行ないました。続きまして地域力創造委員会です。主にぼんちまつりを担う委員会となっていま
すが、それだけでなく北見の魅力を発信するための手法を検討し、昨年11月にぼんちナイトローカルカルチャーとして、
外焼肉を実施しました。ちょうど初雪が降った時で、ご来場いただいた方からは雪が降って印象に残ったというお話を
いただきました。最後に総務広報委員会です。昨年10月には創立25周年記念例会を行ない、姉妹ＹＥＧの高知商工会議所
青年部からもご来場いただきました。また広報活動としては、広報誌の作成、ＨＰ、ＳＮＳによる発信を行ない、地域の
皆様にご理解ご協力を仰ぎたいと思っております。
　会員数につきましては、北見ＹＥＧの会員数は道内の中で札幌ＹＥＧに次いで２番目に多い人数となっています。
令和２年度は92名でしたが、翌年から会員拡大の大号令がかけられ、会員数が徐々に増えてきております。令和３年４月
に毎月入会ができるシステムに変更してから毎月１人以上の入会者がおり、現在58ヶ月連続で達成中です。２月、３月の
入会者も決まっているので、60ヶ月、つまり５年間連続入会が達成することになります。会員拡大を続けているというこ
とで、全道各地から例会に呼ばれて講演をさせていただく機会もありましたが、会員拡大に対して取り組んできたことは、
理事会や総会など私がお話する機会があるたびに、会員拡大のことを言い続けてきただけです。しつこく言い続けること
で、会員の皆さんに会員拡大の必要性を実感していただき、友人、知人、仕事関係の方にＹＥＧについて気軽に話をして
いただけるのだと思います。会員が増えて組織が活性化する一方、入会５年未満の方が７割という状況でもあり、昔を
知っている先輩方が卒業していくとどうなるのかという面もあります。変えていいものと、変えてはいけないものをしっ
かり見定め、先人たちが築いてきたものを後世に伝えながら、そして時代の流れにも則していかなければならないと実感
しています。例会への参加率の低下も課題であり、参加人数は50～60名程度で、いつも決まった人しか来ないのが現状で
す。少数でも良いからしっかりと参加する人だけを集めた方が良いという厳しい意見もありますが、スリープしている人
に対してフォローを行ないながら、一人でも多く呼び起こす方に尽力していこうという動きになっています。
　同じ形の青年団体として青年会議所もありますが、我々は商工会議所青年部として商工業の発展の一翼を担うという大
義名分がございます。北見市のためというベクトルは同じなので、青年会議所とも仲良く手を取り合いながら、北見市の
ために行動していければと思っております。そして、今後も会員拡大をしていく中で、北見ロータリークラブの各企業様
から新入会員を出していただけることを期待しております。また、北見ロータリークラブ様につきましても会員数を増や
し、ますます発展されることを心より願いまして、卓話を終わりたいと思います。ご清聴誠にありがとうございました。

　最近の我が家は出産後の長女夫婦と赤ん坊が一緒に住んでいるので、とても大家族になりました。毎日賑やかで
明るいです。そう感じるたびに、もっと仕事頑張らんとと奮い立たされます。　　　　　　　　　（佐々木朋志）


